
（1）　第３９９号

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

島
根
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
兼

 

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
2
0
1
8
島
根
県
予
選
会

 

時　

11
月
２
〜
４
日　
　
　

於　

県
立
浜
山
公
園
体
育
館

２
回
戦　

本
校　

100

－

29 

大　

社

準
々
決
勝　

本
校　

111

－

40 

浜　

田

準
決
勝　

本
校　

76

－

62 

開　

星

決　
　

勝　

本
校　

98

－

65 

松
江
西

６
年
ぶ
り
９
度
目
の
優
勝

○
大
会
総
評

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
か

ら
３
ヶ
月
が
過
ぎ
、

再
び
全
国
大
会
出
場

を
掛
け
、
ウ
イ
ン
タ

ー
カ
ッ
プ
2
0
1
8

島
根
県
予
選
に
出
場

し
た
。

　

大
会
序
盤
は
、
本

来
の
力
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場

面
が
多
く
見
ら
れ
た

が
、
試
合
を
重
ね
る

ご
と
に
集
中
し
た
本

来
の
北
陵
バ
ス
ケ
を

展
開
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
決
勝
で
も
落

ち
着
い
た
プ
レ
ー
で
松
江
西
高
校
を
圧
倒
し
、

吹

奏

楽

部

第
31
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

銀
賞
受
賞
！

時　

11
月
18
日　
　

於　

大
阪
城
ホ
ー
ル

　

５
年
連
続
７
度
目

と
な
る
全
国
大
会
の

出
場
と
な
っ
た
。全
国

大
会
金
賞
を
目
指
し
、

生
徒
た
ち
は
３
年
生

を
中
心
に
最
大
限
の

努
力
を
し
、大
会
に
臨

ん
だ
。

　

本
番
で
は
島
根
県
・

中
国
支
部
代
表
と
し

て
、凛
と
し
た
姿
で
立

派
な
演
奏
演
技
を
披

露
す
る
こ
と
が
で
き
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
を
い
た
だ
い
た
。し

夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
続
き
6
年
ぶ
り
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
出
場
！

夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
続
き
6
年
ぶ
り
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
出
場
！

全
国
高
総
文
祭
出
品
決
定
！

全
国
高
総
文
祭
出
品
決
定
！

男
子
バ
ス
ケ
部

写

真

部

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
続
き
全
国
大
会
の
切
符
を
手

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
緊
張
か
ら
本
来
の
力
を

出
せ
ず
１
回
戦
で
敗
退
し
た
が
、
ウ
イ
ン
タ
ー

カ
ッ
プ
で
は
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、
上
位
進

出
を
目
指
し
戦
っ
て
行
き
た
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
保
護
者
の
皆
様
、

Ｏ
Ｂ
や
そ
の
他
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
多
く
の

声
援
を
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

椿　

英
史
）

写　

真　

部

第
46
回
島
根
県 

高
校
写
真
展
審
査
会

　

今
年
度
は
吾
郷
眞
菜（
2-2 

出南
）
の
作
品
「
雨
に

唄
う
」
が
島
根
県
上
位
第
４
席
に
入
賞
し
、
来

年
度
佐
賀
県
で
行
わ
れ
る
全
国
高
校
総
合
文
化

祭
へ
の
出
品
資
格
を
得
た
。
こ
れ
も
陰
な
が
ら

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
の
お
蔭
で
あ
る
。

心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。
受
賞
者
は
左
記
の
通

り
。

　
【
１
・
２
年
の
部
】

〈
第
４
席
〉「
雨
に
唄
う
」　

吾
郷
眞
菜

〈
奨
励
賞
〉「
ラ
イ
バ
ル
」　

吾
郷
眞
菜

　
　
　
　

「
恥
ず
か
し
が
り
や
」
⻆
田
翔
大（
1-2 

斐西
）

　
　
　
　

「
参
り
ま
す
。」　

北
脇
武
恭（
2-1 

斐東
）

　
　
　
　

「
初
夏
」　　
　

吾
郷
眞
菜

　
　
　
　

「
密
会
」　　
　

小
川　

穣（
2-1 

出三
）

 

（
顧
問　

村
上　

学
）

Ｎｏ.３９９
平成３０年１１月３０日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

北
陵
月
報

出 雲

か
し
、
全
国
大
会
の
壁
は
厚
く
、
目
標
に
は
あ

と
一
歩
届
か
ず
、
銀
賞
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

目
標
と
し
て
い
た
金
賞
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
、

新
た
な
軌
跡
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て

い
る
。

　

こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
や
卒

業
生
の
皆
様
、
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
の

方
々
に
、こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
あ
げ
、こ

れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

原
田　

実
）

合　

唱　

部

第
71
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

高
等
学
校
部
門
Ａ
グ
ル
ー
プ（
32
名
以
内
）銅
賞

時　

10
月
27
日　
　
　
　

　
　
　
　

於　

ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

　

本
年
度
は
課
題
曲
と
し
て
、「
ま
い
ま
い
」

（「
12
の
イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
」
か
ら
）
を
選
ん

だ
。
こ
の
曲
は
富
山
県
民
謡
「
ま
い
ま
い
」
に

基
づ
き
、混
声
合
唱
の
た
め
に
1
9
6
9
年
に

作
曲
さ
れ
た
、
今
年
度
の
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
の
課
題
曲
の
一
つ
で
あ
る
。
民
謡
本
来
の

よ
さ
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
各
声
部
が
独
立
し
た

旋
律
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
互
い
に
異
な
る
リ

ズ
ム
構
成
を
聴
き
あ
い
な
が
ら
歌
う
こ
と
を
大

切
に
し
た
。

　

自
由
曲
は
「
立
ち
つ
く
す
〜
混
声
合
唱
と
ピ

ア
ノ
の
た
め
の
〜
」
を
選
曲
し
た
。
こ
の
曲
は
、

2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
後
に
作
曲
さ

れ
た
。
詩
の
結
び
に
語
ら
れ
る
『
世
界
が
愛
し

て
く
れ
ま
す
よ
う
に
』
と
い
う
大
き
な
祈
り
の

よ
う
な
言
葉
に
向
か
っ
て
、
音
楽
が
展
開
し
て

い
く
よ
う
工
夫
し
た
。

　

結
果
は
銅
賞
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ

の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
日
々
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　

全
日
本
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
に
進
む
こ
と

が
で
き
た
の
も
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い

た
保
護
者
や
卒
業
生
の
方
々
、
地
域
の
皆
様
の

お
蔭
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。 

（
顧
問　

大
菅　

藍
）

「雨に唄う」（３枚組作品）



第３９９号　（2）

○
大
会
総
評

　

男
子
は
、
昨
年
の
１
回
戦
敗
退
か
ら
一
年
。

新
チ
ー
ム
に
な
り
、『
打
倒　

開
星
・
松
江

北
』
を
掲
げ
て
、
生
徒
た
ち
は
良
く
頑
張
っ
た
。

団
体
戦
独
特
の
応
援
に
も
力
が
入
り
、
チ
ー
ム

の
一
体
感

と
成
長
を

感
じ
る
こ

と
が
で
き

た
。
ま
た
、

保
護
者
の

皆
様
に
は
、

遠
方
に
も

か
か
わ
ら

ず
、
２
日

間
に
わ
た

り
、
応
援

し
て
い
た

だ
き
有
難

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

一
方
、
女
子
は
、
１
年
生
主
体
で
臨
み
、
初

戦
突
破
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
団
体
戦
の
雰
囲

気
を
経
験
で
き
た
の
で
今
後
に
期
待
し
た
い
。

 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

島
根
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

時 

11
月
２
〜
４
日

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

２
回
戦　

本
校　

65

－

56 

出
雲
商

準
々
決
勝　

本
校　

79

－

37 

益
田
翔
陽

準
決
勝　

本
校　

45

－

80 

松
江
商

　

第
３
位

○
大
会
総
評

　

準
決
勝
の
松
江
商
業
戦
で
は
、
前
半
粘
り
の

あ
る
プ
レ
ー
を
し
、
後
半
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
し
、
後
半
は
完
全
に
足
が
止
ま

っ
て
し
ま
い
、
本
校
ら
し
い
プ
レ
ー
が
で
き
ず
、

悔
し
い
敗
戦
と
な
っ
た
。
今
後
は
新
チ
ー
ム
と

な
る
が
、
こ
の
悔
し
さ
を
忘
れ
ず
、
ひ
た
む
き

に
精
進
し
て
も
ら
い
た
い
。
最
後
に
応
援
い
た

だ
い
た
方
々
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）

卓　

球　

部

第
22
回
日
本
・
韓
国
Jr.
交
流
卓
球
大
会

時　

10
月
20
〜
25
日　

（
韓
国
開
催
）

11
月
５
〜
10
日　

（
日
本
開
催
）

於　

浦
項
室
内
体
育
館（
韓
国
開
催
）

岩
国
市
総
合
体
育
館（
日
本
開
催
）

【
参
加
者
】
山
本　

歩（
1-1 

北陵
）

【
大
会
結
果
】
韓
国
開
催　

８
勝
10
敗

　
　
　
　
　
　

日
本
開
催　

８
勝
７
敗

○
大
会
総
評

　

卓
球
部
の
山
本
歩
が
、

17
歳
以
下
の
日
本
代
表
と

し
て
日
韓
交
流
大
会
に
参

加
し
た
。
2
0
0
2
年
日

韓
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
共
催
行
事
と
し
て
始

ま
っ
た
本
大
会
に
、
今
年

度
は
日
本
か
ら
７
名
の
高

校
生
が
参
加
し
た
。
韓
国

選
手
と
の
対
戦
で
は
勝
ち

越
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
も
の
の
、
自
分
に
足
り

な
い
技
術
や
戦
術
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
刺
激
を
受
け
て

帰
国
し
た
。
大
会
期
間
中
に
は
韓
国
選
手
団
と

と
も
に
現
地
の
史
跡
等
を
見
学
し
、
韓
国
独
自

の
文
化
や
歴
史
に
触
れ
、
見

識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
あ
る
。
今
回
の
貴
重

な
経
験
を
生
か
し
、
将
来
的

に
は
日
本
を
代
表
す
る
よ
う

な
選
手
に
成
長
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
新
人
卓
球
大
会

時　

11
月
９
〜
11
日　

於　

鹿
島
総
合
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉

決
勝
リ
ー
グ　

本
校　

３

－

０　

松
江
北

　
　
　
　
　
　

本
校　

３

－

０　

出
雲
西

　
　
　
　
　
　

本
校　

３

－

０　

明　

誠　

　
　
　
　
　
　

本
校　

３

－

０　

出　

雲

　
　
　
　
　
　

本
校　

３

－

０　

松
徳
学
院

優
勝
（
２
年
連
続
９
回
目
）

※
中
国
選
抜
出
場
権
を
獲
得

本
校　

②

－

１　

横　

田

本
校　

０

－

③　

松
江
工
業

第
３
位

※
中
国
新
人
大
会
へ
の
出
場
権
獲
得

〈
個
人
戦
〉

３　

位　

今
岡
純
也（
2-4 

河南
）・
日
野
坪
雄
大（
2-3 

出一
）

ベ
ス
ト
８　

𠮷
岡
丈
瑠（
2-4 

出一
）・
白
築
椋
真（
1-5 

河南
）

ベ
ス
ト
16　

安
田　

稜（
1-5 

大社
）・
杉
本
啓
佑（
1-5 

羽須美
）

　

〃　
　

福
島
悠
馬（
2-2 

斐東
）・
矢
田
和
真（
2-4 

河南
）

ベ
ス
ト
32　

奥
井
寛
太（
1-5 

出南
）・
落
合
宵
汰（
2-3 

大社
）

※
５
ペ
ア
が
県
高
校
イ
ン
ド
ア
選
手
権
へ
の
出

場
権
獲
得

サ
ッ
カ
ー
部

平
成
30
年
度
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

時　

10
月
25
日　
　
　
　
　
　

於　

出
雲
工
業
高
校
グ
ラ
ン
ド

◎
１
回
戦

本
校　

０　

０

－

０　

２　

明
誠
高
校

　
　
　
　
　

０

－

２

○
大
会
総
評

　

相
手
に
対
し
て
一
歩
も
引
か
ず
果
敢
に
攻
め
、

あ
と
少
し
の
と
こ
ろ
で
得
点
で
き
る
場
面
を
つ

く
る
な
ど
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
ボ
ー
ル
を
追
い

続
け
る
北
陵
サ
ッ
カ
ー
を
見
せ
て
く
れ
た
選
手

た
ち
を
誇
り
に
思
う
。
悔
し
い
結
果
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
雪
辱
を
晴
ら
す
た
め
に
も
新
人
戦
に

向
け
、チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
た
い
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
々
の
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

松
井
仁
志
）

テ

ニ

ス

部

全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
県
予
選

時　

11
月
３
・
４
日

於　

浜
田
・
益
田　

〈
男
子
団
体
〉

２
回
戦　

本
校　

⑤

－

０　

松
徳
学
院

３
回
戦　

本
校　

③

－

１　

益
田
翔
陽

決
勝
Ｒ　

本
校　

０

－

⑤　

開　

星

　
　
　
　

本
校　

１

－

④　

松
江
北

　
　
　
　

本
校　

③

－

２　

松
江
東

　

３
位
入
賞
！

〈
女
子
団
体
〉

１
回
戦　

本
校　

２

－

③　

松
徳
学
院

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

井
上
友
希（
2-3 

北陵
）

２
位　

山
本
駿
介（
2-2 

北陵
）

３
位　

武　
　

凱（
2-2 

霜州
）・
三
村
悠
斗（
1-2 

北陵
）

○
大
会
総
評

　

団
体
戦
、
個

人
戦
と
も
に
優

勝
す
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
全

国
大
会
で
勝
ち

上
が
る
た
め
に

は
、
ま
だ
技
術

の
正
確
性
や
安

定
性
が
足
り
な

い
。
日
々
の
練

習
で
課
題
を
克

服
し
て
い
き
た

い
。

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

な
ぎ
な
た
部

第
45
回
中
国
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

時　

11
月
４
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

広
島
市
中
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

〈
個
人
試
合　

高
校
の
部
〉

青
戸
真
実（
3-5 
松一
）　

２
位

〈
個
人
試
合　

中
学
校
の
部
〉

豊
田
詩
月（
中2 

今市
）　

優
勝

川
上
友
凪（
中2 

長浜
）　

３
位

○

大
会
総
評

　

今
大
会
は
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
の
大
会
で

あ
っ
た
。
中
学
生
は
上
位
入
賞
す
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
高
校
生
は
優
勝
を
逃
し
、
今
後
の
課

題
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
よ
り

一
層
稽
古
に
励
み
た
い
。（
顧
問　

井
上
美
代
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

平
成
30
年
度
島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
新
人
戦

時 

10
月
26
〜
28
日　
　
　
　
　
　

於　

石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

〈
団
体
戦
〉

本
校　

③

－

０　

松
江
高
専

本
校　

②

－

０　

隠
岐
島
前

ベ
ス
ト
４
リ
ー
グ

本
校　

１

－

②　

出　

雲
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時　

11
月
３
日　
　
　
　

於　

本
校
中
高
棟
ホ
ー
ル

　

今
年
は
小
学

生
12
名
、中
学
生

36
名
の
参
加
が

あ
っ
た
。島
根
県

立
大
学
短
期
大

学
部
名
誉
教
授

伊
藤
善
啓
先
生

を
は
じ
め
、５
名

の
審
査
員
の
先
生
方
に
厳
正
な
審
査
を
し
て
い

た
だ
い
た
が
、
年
々
個
々
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ

て
お
り
、
ど
の
児
童
生
徒
も
素
晴
ら
し
い
発
表

を
行
っ
た
。

＊
団
体
賞
（
出
雲
市
長
杯
）

島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校

＊
個
人
賞

〈
最
優
秀
賞
〉

小
学
校
の
部　
ラ
ン
グ
柚
真
（
島
大
附
小
３
年
）

中
学
校
の
部　

河
島
萌
果
（
大
田
一
中
２
年
）

〈
優
秀
賞
〉

小
学
校
の
部　

水
谷
駿
斗
（
今
市
小
４
年
）

中
学
校
の
部　

平
井
秀
生
（
向
陽
中
３
年
）

　
　
　
　
　
　

大
月
高
寛
（
北
陵
中
３
年
）

　
　
　
　
　
　

藤
原
睦
己
（
湖
南
中
３
年
）

〈
奨
励
賞
〉

小
学
校
の
部　

阿
式　

優
（
高
松
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

景
山
由
菜
（
湖
陵
小
５
年
）

中
学
校
の
部　

福
山　

陸
（
島
大
附
中
１
年
）

　
　
　
　
　
　

高
野
未
來
（
島
大
附
中
２
年
）

　
　
　
　
　
　

大
森
夏
子
（
木
次
中
３
年
）

　
　
　
　
　
　

高
橋
幸
佑
（
平
田
中
２
年
）

　
　
　
　
　
　
荒
木
ひ
な
の
（
島
大
附
中
２
年
）

美　

術　

部

出
雲
地
区
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

時　

10
月
23
日

於　

出
雲
大
社

　

出
雲
地
区
か
ら
12

校
、
106
名
の
美
術
部

員
が
集
ま
り
、
標
記

の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

が
行
わ
れ
た
。
あ
い

に
く
の
雨
模
様
の
中
、

参
加
者
は
真
剣
に
油

絵
や
水
彩
で
風
景
写

生
に
取
り
組
み
、
良

作
が
た
く
さ
ん
制
作

さ
れ
た
。
本
校
か
ら

は
21
名
が
入
選
、
う

ち
３
名
は
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
。

弦
楽
ク
ラ
ブ

ノ
ヴ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

 

10
月
28
日
に
松
江
城
内
に
あ
る
島
根
県
指

定
有
形
文
化
財
「
興
雲

閣
」
で
開
催
さ
れ
た
ノ

ヴ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に

出
演
し
た
。
水
上
の
音

楽
よ
り
ア
ラ
・
ホ
ー
ン

パ
イ
プ（
ヘ
ン
デ
ル
）
と

４
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
た
め
の
協
奏
曲
よ
り

第
１
楽
章（
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル

デ
ィ
）
の
２
曲
を
、
100

年
前
の
チ
ェ
コ
製
ピ
ア

ノ
、
ノ
ヴ
ィ
ー
の
伴
奏

に
合
わ
せ
て
披
露
し
た
。

６
人
全
員
が
本
番
を
心

か
ら
楽
し
み
、
弦
楽
合

奏
の
魅
力
を
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
演

奏
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
３
年
生
に
と
っ
て

は
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
に
な
っ
た
が
、
本
番
回
数

が
少
な
い
弦
楽
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な

経
験
に
な
っ
た
。

小学校の部受賞者の皆さん

中学生の部受賞者の皆さん

３年連続の団体賞（出雲市長杯 )受賞と
なる島根大学教育学部附属中の皆さん

第
24
回
出
雲
北
陵
高
等
学
校

英
語
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

イ
オ
ン
モ
ー
ル
出
雲
の
今
井
書
店
内
の
カ
フ
ェ

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ａ
に
て
商
品
化
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し

た
。
レ
シ
ピ
の
完
成
に
あ
た
っ
て
勉
強
に
な
る

こ
と
も
多
く
、
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

　

新
Ｂ
Ｓ
日

本
の
う
た
の

公
開
収
録
が

11
月
22
日

（
木
）
に
出
雲

市
民
会
館
で

行
わ
れ
、
本

校
吹
奏
楽
部
と
合
唱
部
が
出
演
し
た
。
当
日
は

八
代
亜
紀
、
伍
代
夏
子
、
千
昌
夫
な
ど
、
多
く

の
歌
手
も
出
演
し
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
貴
重

な
体
験
と
な
っ
た
。

　

放
映
日
時
は
次
の
と
お
り
。

○
12
月
９
日（
日
）　

　
　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
８
時
59
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
】

○
12
月
15
日（
土
）　

　
　

正
午
〜
午
後
１
時
29
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
】

○
12
月
21
日（
金
）

　
　

午
後
４
時
30
分
〜
午
後
５
時
59
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
】

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

改
組

新

第
５
回
日
展

美
術
・
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
主
任

飯
塚
康
弘
教
諭　

日
展
入
選
！！

時　

11
月
２
〜
25
日

於　

国
立
新
美
術
館

　

全
国
か
ら
１
万
１
千
点
以
上
の
作
品
応
募
が

あ
り
、
そ
の
中
か
ら
第
二
科（
洋
画
）
の
部
で

飯
塚
教
諭
の
作
品
「
海
辺
の
階
段
」
が
昨
年
に

続
き
入
選
を
果
た
し
た
。

　

10
月
30
日（
火
）
に
地
震
を
想
定
し
て
の
避

難
訓
練
を
実
施
し
た
。
避
難
完
了
ま
で
の
所
要

時
間
は
今
ま
で
で
一
番
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

一
連
の
流
れ
を
再
確
認
で
き
た
と
思
う
。
当
日

は
松
江
気
象
台
か
ら
講
師
を
ご
派
遣
い
た
だ
き
、

全
校
生
徒
に
向
け
て
地
震
発
生
時
の
対
処
法
な

ど
を
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。

 

11
月
３
日
、イ
オ
ン
モ
ー
ル
出
雲
主
催
の「
出

雲
ぜ
ん
ざ
い
を
使
っ
た
新
ご
当
地
グ
ル
メ
コ

ン
ク
ー
ル
」
二
次
審
査
が
行
わ
れ
、
今
岡
舞
凪

（
2-4 

出一
）
が
出
場
し
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。
こ

の
作
品
「
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ　

Ｉ
Ｍ
Ｏ
タ
ル
ト
」
は
、

避
難
訓
練

「海辺の階段」

家
庭
科
研
究
部

家
庭
科
研
究
部

吹
奏
楽
部
、合
唱
部 

出
演
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ろ
ん
だ
が
、
班
別
研
修
を

通
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の

役
割
や
責
任
感
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。
研
修
の

成
果
は
、
来
年
２
月
に
あ

る
総
合
的
な
学
習
の
時

間
の
発
表
会
に
披
露
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
ま
ず

は
今
回
の
研
修
で
経
験

し
た
こ
と
を
今
後
の
生

活
に
生
か
し
て
欲
し
い
。

第
3
回 

合
同
道
徳

第
3
回 

合
同
道
徳

時　
　

11
月
19
日

　

今
回
は
、
水
谷
勲
理
事
長
先
生
よ
り
、「
い

か
な
る
境
遇
に
あ
っ
て
も
柔
し
い
情
操
と
剛
い

意
志
を
も
っ
て
、
家
庭
を
明
る
く
し
社
会
に
貢

献
で
き
る
心
身
と
も
に
健
全
と
な
る
人
に
な

る
。」と
い
う
創
立
者
の
教
え
の
観
点
か
ら
、
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
相
手
の
気
持
ち
を
誠
実
に

受
け
止
め
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
い
た
。
校
訓
「
柔
し
く
剛
く
」
に
つ
い

て
、
改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
時
間
と
な

っ
た
。

〈
生
徒
感
想
〉

　

ま
ず
感
じ
た
こ

と
は
、
人
に
よ
っ

て
態
度
を
変
え
る

こ
と
は
い
け
な
い

こ
と
。
普
段
親
し

く
な
い
人
で
も
、

態
度
を
変
え
な
い

こ
と
が
一
つ
の
礼

儀
と
し
て
大
切
だ

と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
も
礼
儀
で
す
。
あ
い
さ

つ
は
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め

の
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
形
だ
け
の
あ
い
さ

つ
で
は
な
く
て
、
気
持
ち
が
こ
も
っ
て
い
な
い

と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
を
思
い
や

る
気
持
ち
も
「
し
て
あ
げ
る
」
と
い
う
気
持
ち

で
は
な
く
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
相
手
の
気

持
ち
を
誠
実
に
受
け
取
る
こ
と
が
大
切
だ
と
学

び
ま
し
た
。 

春
日
美
津
紀
（
中2 

湖陵
）

○

大
会
総
評

　

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
か
ら
流
れ
を
作
り
、
決
勝
戦

ま
で
勝
ち
進
む
こ
と
が
で
き
た
。
決
勝
の
松
江

一
中
戦
で
は
、
得
点
力
の
差
を
感
じ
た
。
今
後

は
課
題
を
整
理
し
、
優
勝
目
指
し
て
練
習
に
励

み
た
い
。 

（
顧
問　

三
島
圭
一
朗
）

　

11
月
６
・
７
日
に
市

内
17
事
業
所
の
ご
協

力
に
よ
り
職
場
体
験

学
習
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
体
験
学
習
に

向
け
、
事
前
に
事
業

所
に
つ
い
て
調
べ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

打
ち
合
わ
せ
の
日
程
や
実
習
の
お
願
い
の
連
絡

を
自
ら
す
る
な
ど
、
し
っ
か
り
準
備
を
し
た
。

こ
の
体
験
の
大
き
な
目
的
は
「
働
く
こ
と
」
へ

の
理
解
で
あ
る
。
二
日
間
の
体
験
を
通
し
て
、

将
来
の
職
業
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
り
、
社
会
生
活
に
必

要
な
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思

う
。
こ
の
経
験
を
今
後
の

学
校
生
活
に
も
生
か
し
て

欲
し
い
。
ま
た
、
各
事
業

所
様
の
ご
好
意
に
心
よ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
『
国
宝
松
江
城
を
中
心
と
し
た
ふ
る
さ
と
島

根
の
歴
史
巡
り
』
と
題
し
、
11
月
６
日
に
ふ
る

さ
と
学
習
を
実
施
し
た
。
こ
の
時
間
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
訪
問
先
の
設
定
等
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
自
分
た
ち
で
計
画
を
立
て
た
。
当
日
は
、

好
天
に
恵
ま
れ
、
紅
葉
掛

か
っ
た
木
々
を
な
が
め
な

が
ら
、
生
徒
た
ち
は
松
江

市
内
の
史
跡
な
ど
を
訪
れ

た
。
ふ
る
さ
と
島
根
の
歴

史
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
も
ち

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

高
瀬
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

時　

11
月
４
日　
　
　
　
　

於　

出
雲
市
内
高
瀬
川
流
域

　

出
雲
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る

「
高
瀬
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が
あ
り
、イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
の
生
徒
８
名
が
参
加
し
た
。

　

上
流
で
川
の
水
を
止
め
て
、
足
首
く
ら
い
ま

で
水
位
が
下
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
川
底
清
掃
を

し
た
。
空
き
ビ
ン
・
空
き
缶
・
乾
電
池
な
ど
の
小

さ
な
ゴ
ミ
か
ら
、
壊
れ
た
傘
・
衣
類
と
い
っ
た

大
き
な
ゴ
ミ
ま
で
、
２

〜
３
キ
ロ
ほ
ど
の
清
掃

区
域
の
中
で
袋
一
杯
に

集
ま
っ
た
。

　

毎
年
恒
例
の
活
動
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
ゴ

ミ
の
量
は
徐
々
に
で
は

あ
る
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
。

　

２
時
間
ほ
ど
の
活
動
だ
っ
た
が
、
終
え
た
時

は
気
分
も
清
々
し
く
な
っ
た
。

第
31
回
太
陽
の
里
ま
つ
り

時　

11
月
３
日

於　

太
陽
の
里

　

斐
川
町
に
あ
る
障
が
い
者
支
援
施
設
の
太
陽

の
里
で
「
第
31
回
太
陽
の
里
ま
つ
り
」
が
あ
り
、

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
の
生
徒
７
名
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
毎
年

文
化
の
日
に
開
催
さ
れ

る
も
の
で
、
今
年
は
施
設

内
で
栽
培
さ
れ
た
草
花

の
苗
や
加
工
品
の
味
噌

や
ソ
ー
ス
の
即
売
、
飲
食

店
の
屋
台
、
メ
イ
ン
ス
テ

ー
ジ
で
は
伊
波
野
保
育
園
児
の
遊
戯
や
松
江
だ

ん
だ
ん
プ
ロ
レ
ス
の
興
行
、
入
所
者
の
方
々
の

よ
さ
こ
い
踊
り
な
ど
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
出
西

保
育
園
や
あ
い
川
保
育
園
な
ど
の
園
児
た
ち
の

作
品
展
示
も
さ
れ
て
い
た
。

　

本
校
生
徒
は
即
売
所
で
お
手
伝
い
を
し
た
が
、

多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

中
学
２
年
生 

職
場
体
験
学
習

中
学
２
年
生 

職
場
体
験
学
習

中
学
１
年
生 

ふ
る
さ
と
学
習

中
学
１
年
生 

ふ
る
さ
と
学
習

卓　

球　

部

平
成
30
年
度
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
カ
デ
ッ
ト
の
部

時　

11
月
２
〜
４
日

於　

仙
台
市
体
育
館

〈
Ｕ

－

14　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

２
回
戦
敗
退　

杉
浦
大
和（
中2 

長西
）

〈
Ｕ

－

13　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

ベ
ス
ト
32　

佐
藤
卓
斗（
中1 

塩浜
）

○

大
会
総
評

　

ラ
ン
キ
ン
グ（
ベ
ス
ト
８
以
上
）
入
り
を
目

指
し
て
臨
ん
だ
が
、
全
国
の
厚
い
壁
に
阻
ま
れ
、

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
技

術
・
戦
術
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
メ
ン
タ
ル
の
す
べ

て
の
面
を
向
上
さ
せ
、
全
国
大
会
で
上
位
入
賞

で
き
る
よ
う
に
今
後
も
精
進
し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

第
54
回
出
雲
地
区
中
学
校
新
人
卓
球
大
会

時　

11
月
９
日　
　
　

於　

斐
川
第
一
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉

優
勝
（
５
年
連
続
８
回
目
）

【
メ
ン
バ
ー
】

杉
浦
大
和（
中2 
長西
）、
藤
村
隼
翔（
中2 

朝来
）

嘉
本
健
太（
中2 

高浜
）、
佐
藤
卓
斗（
中1 

塩浜
）

西
田
有
輝（
中1 

久米
）、
森
口　

諒（
中1 

寒川
）

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

杉
浦
大
和

２
位　

佐
藤
卓
斗

３
位　

藤
村
隼
翔

○

大
会
総
評

 

12
月
に
開
催
さ
れ
る
県
大
会
へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
た
。
県
大
会
も
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張

り
た
い
。 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
63
回
出
雲
地
区
中
学
校
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

時　

11
月
14
・
15
日　

於　

県
立
浜
山
体
育
館

１
回
戦　

本
校　

66

－

37　

湖
北
中

２
回
戦　

本
校　

54

－

29　

河
南
中

準
決
勝　

本
校　

73

－

60　

松
徳
学
院
中

決　

勝　

本
校　

47

－

64　

松
江
一
中

　

準
優
勝

中
学
校



（5）　第３９９号

　

10
月
31
日
に
、
第
22
回
国
際
交
流
ひ
ろ
ば
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
今
年
は
、
ロ
シ

ア
・
カ
ナ
ダ
・
韓
国
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ブ
ラ

ジ
ル
出
身
の
講
師
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
学
級

別
に
５
班
に
分
か
れ
て
活
動
を
し
た
。
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
２
班
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
で
親
し
ま
れ
て
い
る
お
菓
子
を
作
り
味
わ
っ

た
。
調
理
の
合
間
に
、
先
生
の
母
国
に
つ
い
て

質
問
す
る
な
ど
、
会
話
も
楽
し
み
な
が
ら
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
の
３
班
で
は
、
講
師

の
先
生
の
母
国
に
つ
い
て
、
事
前
に
観
光
地
や

食
べ
物
、
教
育
シ
ス
テ
ム
等
を
調
べ
て
発
表
し

た
。
そ
れ
に
対
し
先
生
か
ら
よ
り
詳
し
い
お
話

を
い
た
だ
き
、理
解
を
深
め
た
。
活
動
の
中
で
、

そ
の
国
特
有
の
衣
装
や
伝
統
工
芸
品
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
時
間
が
あ
り
、
と
て
も

良
い
体
験
に
な
っ
た
。

中　学
３年生オーストラリア語学研修旅行日記オーストラリア語学研修旅行日記ーストラリア語学研修旅行日記

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修
旅
行
に
参
加
し
て

　
私
は
今
回
が
初
め
て
の
海
外
だ
っ
た

の
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
忘
れ
物

が
な
い
か
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
に

意
思
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
な
ど
、
色
々
な
不
安
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
行
く
と
全
然

つ
ら
い
こ
と
も
な
く
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ

ョ
ッ
ク
も
い
い
勉
強
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
研
修
の
初
日
で
色
々
な
人
が
親

切
に
し
て
く
れ
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
優
し
か
っ
た
の

で
、
英
語
で
話
す
こ
と
に
も
積
極
的
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

 

研
修
先
の
学
校
で
は
、
現
地
の
生
徒

と
バ
デ
ィ
に
な
り
授
業
へ
参
加
し
ま
し

た
。
バ
デ
ィ
の
生
徒
の
友
達
が
た
く
さ

ん
話
し
か
け
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
勉
強

の
仕
方
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
こ
と
が
多

く
、
日
本
と
違
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

 

私
は
こ
の
語
学
研
修
旅
行
で
た
く
さ

ん
の
人
と
出
会
っ
て
、
色
々
な
人
に
支

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
は
初
対
面
の
外
国
人（
日
本
人
）に

親
切
に
し
て
く
れ
る
優
し
い
人
が
た
く

さ
ん
い
て
、
私
も
逆
の
立
場
に
な
っ
た

と
き
、
そ
う
思
わ
れ
る
よ
う
な
人
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
と
話
し
て
、
私
の

課
題
は
リ
ス
ニ
ン
グ
だ
と
い
う
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
っ
と
英

語
の
勉
強
を
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
日
向
（
中3-2 

高松
）

11/1/1 12121211/4～11/1211/4～11/12

☆リビングストン クリスチャン カレッジ前にて

☆カンガルーとの触れ合い☆現地生徒との授業 ☆現地生徒との交流

☆サーファーズパラダイスにて

☆ブリスベン市内を観光 ☆発表の様子 ☆バディの生徒と集合写真

国
際
交
流
ひ
ろ
ば
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ブラジルのお菓子作り体験

カナダについて学習



第３９９号　（6）
　

国
語
表
現
の
時
間
で
エ
ッ
セ
イ
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
私
が
冬
を
感
じ

る
瞬
間
」
で
す
。「
何
に
冬
を
感
じ
る
の

か
」「
な
ぜ
、そ
う
感
じ
る
の
か
」
に
焦
点

を
当
て
て
、
自
分
の
感
覚
を
言
葉
に
し
て

人
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し

た
。

　

私
が
冬
を
感
じ
る
瞬
間
は
朝
家
か
ら
外

に
出
た
時
だ
。

　

冬
の
外
の
空
気
は
澄
み
切
っ
て
い
て
、

と
て
も
冷
た
く
、
目
を
つ
む
っ
て
し
ま
う

ほ
ど
だ
。
そ
れ
が
嫌
い
だ
と
言
う
人
は
少

な
く
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
私
は
、
そ
の

冷
た
さ
が
と
て
も
好
き
な
の
だ
。
外
の
寒

さ
を
一
切
感
じ
さ
せ
な
い
暖
房
の
き
い
た

暖
か
い
部
屋
か
ら
出
た
時
に
感
じ
る
、
あ

の
澄
ん
で
い
る
空
気
。「
あ
ぁ
、
冬
だ
。」

と
あ
ら
た
め
て
思
う
。
部
屋
に
ば
か
り
閉

じ
こ
も
っ
て
い
て
は
冬
を
忘
れ
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
私
は
外
気
に
ふ
れ
て
冬
だ
と
実
感

す
る
の
だ
。

　

冬
を
感
じ
る
瞬
間
は
他
に
も
あ
る
。

　

そ
れ
は
、自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
時
、た

く
さ
ん
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
転
車

の
金
具
の
部
分
が
凍
り
そ
う
な
ほ
ど
冷
た

く
な
っ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
と
き
、
こ

ぎ
出
し
た
と
き
に
吸
い
込
む
空
気
、
こ
い

で
い
る
最
中
に
顔
や
身
体
全
体
で
受
け
止

め
る
風
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
る
手
が

か
じ
か
ん
で
し
ま
い
動
か
し
に
く
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
と
き
、
寒
さ

で
鼻
や
耳
が
赤
く
な
っ
て
い
る
と
き
、
目

的
地
に
着
い
た
頃
に
は
丁
度
良
い
く
ら
い

に
温
か
く
な
っ
て
い
る
身
体
。
そ
の
一
つ

ひ
と
つ
に
冬
を
感
じ
る
の
だ
。

　

し
か
し
、
誰
も
が
皆
私
の
様
に
冬
を
感

じ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
寒
い
な
と
思

う
だ
け
で
冬
だ
と
思
う
人
は
そ
う
そ
う
い

な
い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
中
、
冬
を
意
識
し

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
私
は
、
人
よ
り

ち
ょ
っ
と
冬
を
楽
し
め
る
気
が
す
る
の
だ
。

 

加
納
海
優（
3-1 

斐西
）

　

Ｃ
Ｍ
で
冬
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
聴
い
た

と
き
や
、
保
湿
ク
リ
ー
ム
の
Ｃ
Ｍ
な
ど
を

見
た
と
き
、「
あ
、
冬
だ
な
」
と
思
い
ま

す
。
冬
は
と
て
も
好
き
で
す
。
少
し
ず
つ

寒
く
な
っ
て
い
く
感
じ
が
、
夏
の
暑
く
な

っ
て
い
く
の
と
は
違
っ
て
、
と
て
も
心
地

良
く
感
じ
ま
す
。
冬
の
朝
、
寒
く
て
布
団

に
く
る
ま
っ
て
い
る
あ
の
時
間
が
と
て
も

良
く
て
。
で
も
出
な
い
と
学
校
に
行
け
な

い
か
ら
、
し
ぶ
し
ぶ
出
る
。
朝
ご
は
ん
を

食
べ
終
わ
り
、
顔
を
洗
う
時
、
水
が
ち
ょ

っ
と
冷
た
く
て
、
最
初
は
「
う
っ
」
と
な

る
。
け
れ
ど
、
洗
っ
た
後
の
気
持
ち
良
さ
。

夏
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
、
あ
の
サ
ッ
パ
リ

感
。
私
は
と
て
も
好
き
で
す
。

　

ま
た
、
冬
は
夏
と
は
違
っ
て
、
一
年
の

締
め
く
く
り
の
季
節
で
も
あ
り
、
新
し
い

一
年
の
ス
タ
ー
ト
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

私
は
今
、
高
校
三
年
生
で
す
。
こ
の
冬
は

高
校
生
活
最
後
の
冬
で
あ
り
、
次
に
向
か

う
た
め
の
冬
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
冬
は

と
て
も
大
切
で
、
仲
の
良
い
友
達
と
過
ご

す
最
後
の
冬
だ
と
、
今
こ
れ
を
書
き
な
が

ら
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
た
く
さ
ん

思
い
出
を
作
り
、
残
り
少
な
い
高
校
生
活

を
悔
い
の
な
い
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

 

矢
田　

萌（
3-1 

出三
）

　

僕
が
冬
を
感
じ
る
瞬
間
は
や
は
り
初
雪

の
と
き
で
す
。
雪
が
降
る
だ
け
で
も
冬
を

感
じ
ま
す
が
、
初
雪
が
降
っ
た
と
き
は
よ

り
強
く
冬
を
感
じ
て
無
駄
に
テ
ン
シ
ョ
ン

が
上
が
り
ま
す
。
雪
が
降
る
度
に
、
積
も

っ
て
く
れ
と
小
学
生
の
よ
う
に
祈
り
ま
す
。

僕
は
来
年
大
学
生
に
な
り
ま
す
が
、
い
ま

だ
に
雪
で
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い
る

の
で
、
も
う
少
し
落
ち
着
い
た
方
が
良
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
な
ぜ
僕
が
こ
こ
ま
で
雪
に
魅
力

を
感
じ
る
か
と
聞
か
れ
る
と
、
や
は
り
、

去
年
の
豪
雪
の
影
響
が
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
日
は
、
雪
に
タ
イ
ヤ
を
と
ら
れ
、

進
め
な
く
な
る
車
が
出
る
ほ
ど
の
豪
雪
で
、

歩
く
の
も
や
っ
と
の
こ
と
で
し
た
。
も
ち

ろ
ん
自
転
車
で
は
帰
れ
な
い
の
で
、
僕
は

車
の
迎
え
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
寒
か
っ

た
の
で
温
か
い
飲
み
物
を
買
い
に
い
こ
う

と
、
二
階
の
図
書
室
横
の
外
階
段
に
出
ま

し
た
。
す
る
と
、
外
階
段
は
雪
の
影
響
で

埋
ま
り
、
完
全
に
滑
り
台
と
化
し
て
い
ま

し
た
。
滑
る
怖
さ
か
ら
全
神
経
を
張
り
つ

め
、
警
戒
し
な
が
ら
慎
重
に
一
歩
目
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
思
い
っ
き
り

滑
り
ま
し
た
。
さ
な
が
ら
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
の
よ
う
に
滑
り
倒
し
ま
し
た
。
途

中
の
踊
り
場
で
も
止
ま
る
こ
と
な
く
更
に

加
速
し
、
一
番
下
ま
で
滑
り
ま
し
た
。
ち

ょ
っ
ぴ
り
怖
か
っ
た
け
れ
ど
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、
三
回
は
滑
り
ま

し
た
。
今
年
も
大
雪
が
降
っ
た
ら
、
そ
り

を
持
っ
て
こ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

あ
の
と
き
の
興
奮
と
感
動
は
一
生
忘
れ

る
こ
と
は
無
い
で
し
ょ
う
。

 

萬
代　

洵（
3-1 

出三
）

作
品
と
研
究

今月の
 1枚

福
島　

夕
映

（ 2-6）斐西

「
出
雲
大
社
」

　
　
高
文
連
出
雲
地
区
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品


